
認 定 書

国 住 指 第 2805号
令和 2年 12月 16日

旭化成建材株式会社

代表取締役社長 山越 保正 様

国土交通大臣  赤羽

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第人号並びに同法施行令第 108条
第一号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分間)の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号
PC030BE-0076-1(4)

2.認定をした構造方法等の名称
人造鉱物繊維断熱材充てん/軽量気泡コンクリー トパネル・フェノールフォ
ーム保温板・構造用面材 [木質系ボー ド、セメント板、せつこうボー ド又は
火山性ガラス質複層板]張/木製軸組造外壁

3.認定をした構造方法等の内容
月町添の通り

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。

五



別添

1.構造名
人造鉱物繊維断熱材充てん/軽量気泡コンクリー トパネル・フェノールフォーム保温板。構造用面材 [木
質系ボー ド、セメント板、せっこうボー ド又は火山性ガラス質複層板]張/木製軸組造外壁

2.寸法
壁高及び壁幅については、構造計算等により構造安定性が確かめられた寸法とする。

3.材料構成等
項   目 製 品 仕 様

①

外
装
材

上張り材 (被覆
材)ALCパネル

規格 :」IS A 5416(軽量気泡コンクリー トパネル)の薄型パネル
形状 :平板

表面の形状 :①平滑、②平滑・溝加工 (溝斜面平滑)、

③平滑・溝力日工 (溝斜面粗 )、 ④凹凸加工

厚さ(Hlm):35・ 37・ 50± 2

かさ比重 :0.45を超え 0.55未満 (補強材を含まず)
幅 (■lm):最小 600、 最大 610

長さ (lェlm):最小 1,500、 最大 3,000

断面の形状及び寸法 :

①平滑

LH残

Ｆ
Ｅ

極

色

協

②平滑・溝力日工 (溝斜面平滑)

li翻 1'

臨 筑

③平滑・溝力日正 (溝斜面粗)

稀
醍
＝

残

鼈 航 憾
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項   目 製 品 仕 様

①

外
装
材

上張 り材 (被覆

材 )ALCパネル
④凹凸加工

11構

儀 捜 櫛

断面の形状及び寸法

形状 ① ② ③ ④

厚 さ :tO(lェlm) 35。 37・ 50三L2

端部の切欠

き部の寸法

Tl(llm) 7± 2

T2(■ lm) 6± 2 5± 3

Ll(■ lm) 4± 2

L2(■ lm) 4± 2

平均厚さ :tA(llm) 33.5以上

最小厚さ :tB(■ lm) 29以上

※平均厚さ(tA)=((ALC原板パネルの体積―力日工部 (端部切欠き部を含む)の

体積/ALC原板パネルの体積)×厚さ(tO)

補強材

種類 :メ タルラス (JIS A 5505)、 鉄線 (」IS G 3532)、 溶接金網 (JIS G 3551)

質量 (kg/m2):0.54～ 2.0

匪

下張 り材 (被覆

材)フ ェノール

フォーム保温材

材料及び規格 :①又は②

①フェノールフォーム保温板 (」 IS A 95m)

②フェノールフォーム断熱材 (」 IS A 9521)

密度 (基材)(kg/m3):29± 3～41± 4

面材 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様

1)ポ リエステル系不繊布

2)ポ リプロピレン不織布

3)ポ リエチレンカ日工紙

4)は り合わせアルミニウムはく

5)無機系の加工紙 (けい酸マグネシウム紙、ガラス繊維紙、アルミニウムはく
。ガラス繊維複合紙

6)な し

1)～5)の単位面積質量(g/m2):120± 12以下

形状 :平板

厚さ(Hlm):20± 2～ 80± 4

-2-



項   目 製 品 仕 様

①

外

装

材

構造用面材 種類 :①～④のいずれかによる

①木質系ボー ド

a.構造用合板

規格 :」ASに規定する構造用合板
厚さ (lェlm):5以上

b。 構造用パネル

規格 ;」ASに規定する構造用パネル

厚さ(■lm):9以 上
c,製材

規格 :」ASに規定する針葉樹の下地用製剤の板類
厚さ(lllm):9以上

d.パーティクルボー ド

規格 :JIS A 5908

厚さ(llm):9以 上

e.ハー ドファイバーボー ド

規格 :」IS A 5905

厚 さ(■lm)i5以上
f.ミ ディアムデンシ冴ィファイバーボー ド

規格 :」IS A 5905

厚さ(■ ll■):7以上
g.シージングボー ド

規格 :JIS A 5905

厚さ(■lm):12以上

②セメント板

a.硬質木片セメント板

規格 :」IS A 5417

厚さ(Ilm)i12以 上

b.フ レキシブル板

規格 :」IS A 5430

厚さ(■lm):6以上
c.けい酸カルシウム板

規格 :」IS A 5430

厚さ(■lm):8以上
d.パルプセメント板

規格 :」 IS A 5414

厚さ(■ ll■):8以上
③せっこうボー ド

a.せっこうボー ド

規格 :JIS A 6901

厚さ :9.5以上
b.強化せつこうボー ド

規格 :」IS A 6901

厚さ :12.5以上
c,両面ボー ド用原紙張せっこう板

規格 :不燃材料認定番号ⅢIM-4127

厚さ :9.5以上
d.ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板

規格 :準不燃材料認定番号 QM 0954-1

厚さ :9.5以上
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項    目 製 品 仕 様

①

外

装

材

構造用面材 ④火山性ガラス質複合板

刃記名群:」IS A 5440

厚さ(■lm)i9以上

②

木

製

下

地

材

柱 (荷重支持部

材)

種類 :aからcのいずれかによる。
a.構造用集成材 (」AS)

b.構造用製材 (」AS)

c.構造用単板積層材 (」AS)

断面寸法 (■lm):105× 105以上

聞柱及び横つな

ぎ材

種類 :aからdのいずれかによる。
a.構造用製材、造作用製材又は下地用製材 (」AS)

b.構造用集成材又は造作用集成材 (」AS)

c.構造用単板積層材又は造作用単板積層材 (」AS)

d.枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材 (JAS)

断面寸法 (■ ll■):27× 105以上

取付け間隔(alm):500以 下

③

充

て

ん

断

熱

材

人造鉱物繊維断

熱材

材料及び規格 :①又は②

①建築用断熱材 (」IS A 9521)

②人造鉱物繊詐保温材 (」IS A 9504)

種類 ia又は bのいずれかによる。
a.グラスウール

厚さ(Hll■):20以上
密度(kg/h3):10以 上

b.ロ ックウール

厚さ(m■l):20以上

密度(kg/m3):20以 上
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項    目 製 品 仕 様

④

外

装

材

の

目1

構

成

材

料

通気胴縁 (必 要

に応 じて取付け

る)

種類 :aからfのいずれかによる。
a.製材 (無等級材又は」AS)

b.集成材 (無等級材又は」AS)

c.構造用合板 (〕 S)

d.化粧ばり構造用合板 (」AS)

e.普通合板 (」AS)

f.単板積層材 (JAS)

寸法及び取付け本数
ALCパネル短辺方向目地部

胴縁①

寸法 (llm):厚 さ9以上、幅27以上

取付け本数 :2本

胴縁②

寸法 (■lm):厚さ9以上、幅80以上

取付け本数 :1本

その他の部分

寸法 (lェlm):厚 さ9以上、幅27以上

取付け本数 :1本 (間隔500■ lm以下)

防水紙 (必要に

応 じて取付 け

る)

アスファル トフェル ト

規格 :」 IS A 6005

質量(g/m2):430～ 800

透湿防水シー ト

規格 :」 IS A 6111

種類 :ポ ジエチレン不織布、ポリエステル不繊布

質量(g/m2):50～ 90

⑤

留

付

材

等

ねじ、接着剤、

目地処理材等

ALCパネル留め付け用

種類 :ALC用 ビス、木ねじ

寸法 (Hlm):

直張り工法

最ノlヽ : φ4.8× 70

(ALCパネルの厚さ35、 フェノールフォーム保温板の厚さ20の場合)

最大 :φ 7.0× 200

(ALCパネルの厚さ50、 フェノールフォーム保温板の厚さ80の場合)

通気工法

最小 :φ 4.8× 60(ALCパネルの厚さ35の場合)
最大 :φ 7,0× 200(ALCパネルの厚さ50の場合 )

留付間隔 (Hlm):

長辺方向 :500以下

短辺方向 :1箇所以上

フェノールフォーム保温板留め付け用 (仮留め用)

寸法 (■lm)

くぎ

最小 :φ l,7× 25(フ ェノールフォーム保温板の厚さ20の場合)
最大 :φ 4.2× 100(フ ェノールフォーム保温板の厚さ80の場合)
木ねじ

最小 :φ 3.8× 25(フ ェノールフォーム保温板の厚さ20の場合)
最大 :φ 5.5× 100(フ ェノールフォーム保温板の厚さ80の場合)
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項   目 製 品 仕 様

⑤

留

付

材

等

ねじ、接着剤、

日地処理材等

充てん断熱材留め付け用

種類 :ステープル

材質 :鋼製又はステンレス鋼製

寸法 (lll■):幅 1011Ⅱ ll以上、足長61xIIll以 上
通気胴縁留め付け用

寸法 (■lm)

くぎ

最小 φ2.75× 50

(通気胴縁の厚さ9、 フェノールフォーム保温板の厚 さ20の場合 )

φ6.65)(152.4

(通気胴縁の厚さ25(厚さが25を超える場合は木ねじを使用 )、
フェノールフォーム保温板の厚さ80の場合 )

最大

木ねじ

最ノlヽ :φ 3.8× 50

(通気胴縁の厚さ9、 フェノールフォーム保温板の厚さ20の場合 )

最大 :φ 7.0× 200

(通気胴縁の厚さ45、 フェノールフォーム保温板の厚 さ80の場合 )

補強用壁材留め付け用

寸法 (mm)

くぎ :φ l.7× 25以上

木ねじ :φ 3.8× 25以上

防水シー ト留め付け用テープ

種類 :粘着テープ又は両面粘着テープ

大きさ(lll■):厚さ0.1～ 1.0、 幅10～ 100
使用量(cm2/m2):10～ 1,000

シージング材

種類 :アクリアレ樹脂系、ポリウレタン樹脂系、アクリルウレタン樹脂系、変成ウ
レタン樹脂系、ポリサルファイ ド系、変成ポリサルファイ ド系、シリコー

ン系、変性シリコーン系

充填量 (g/m):50以上

ALCパネル留め付け用ビス等の補修材

種類 :ア クヅル系樹脂エマルジョンパア、せっこう系パ>、 モルタル系補修材

充填量 :0。 2g以上/凹み深さ1■lm当 り
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4.構造説明図

(1)透視図

(1)-1 直張工法・横張り

500,ス¬F

人造鉱物繊維断熱材

構造用画材

下張り材 (被覆材)
フェノールフォーム保温材

500以下

単位 (lllm)

パネルビス等

上張り材 (被覆材)
ALCパイ、ル

500,火
…
F

500以下 間柱
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(1)-2 直張工法 ,縦張り

500以下

人造鉱物繊維断熱材

構造用画材

下張り材 (被覆材)
フェノールフォーム保温材

防

横つなぎ材

500,火下

500以下

500,火¬F

間柱

柱

パネルビス等

上張り材 (被覆材)
ALCパ才、ル

-8-



(1)-8 通気工法・横張り

500以下

人造鉱物繊維断熱材

構造用面材

下張り材 (被覆材 )
フェノールフォーム保温材

通気胴縁

防水紙

500以下

500以下

500以下

柱

ALC用パネルビス等

上張り材 (被覆材 )
ALCパ才、)レ
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(1)-4 通気工法 。縦張り

500"火¬F

500,火下

500以下

柱

500以下

間柱

人造鉱物繊維断熱材

構造用面材

下張り材 (被覆材)
フェノールフォーム保温材

通気掘同

防水紙

ALC用パネルビス等

上張り材 (被覆材)
ALCパネル

…10…



(2)水平断面図

(2)-1 直張工法・横張り

(2)-2 直張工法・縦張り

補修材

柱 構造用面材

び聾ノ埜′鰺 甲埜ム保温材

パネルビス等

上張り材 (被覆材 )
ALC′ くイ、ル

防水紙

人造鉱物繊維断熱材

パネルビス等

毛翻∫被覆抑

横つなぎ材

構造用画材

ヲ蓄ノ望′膠 甲望ム保温材

防水紙

‐
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(2)-3 通気工法・横張り

(2)-4 通気工法 。縦張り

ALC用パネルビス等

上張り材 (被覆材 )
ALCパ才、ル

用パネルビス等

土湯笠島レ(被覆材)

人造鉱物繊維断熱材

通気胴縁

補修材

柱 構造用面材

冴菩ノ望打夢甲望ム保温材

紙

断熱材

通気胴縁

補修材

構造用画材

チ琴ノ竺汀夢甲望ム保温材

紙

柱

柱

-12-



(3)鉛直断面図

(3)-1 直張工法・横張り

下張 り材
フェノールフォー

(被覆材 )
ム保温材

上号長り望足溜甲詔2
ALC用パネルビス

補修材

用画材

人造鉱物繊維断熱材

面材

なぎ材

人造鉱物繊維断熱材

(3)-2 直張工法 。縦張り

上張り材 (被覆材)
ALCパラトル

ALC用パネルビス等

下張り材 (被覆材)
フェノールフォーム保温材

-13‐



(3)-3 通気工法 。横張り

上張り材 (被
ALC′

通

覆材 )
ミネル

ALC用パネルビス等

下張り材
フェノールフォーム

(3)-4 通気工法・縦張り

上張り材 (被覆材 )
ALCパ才、ル

ALC用パネルビス

通気

補修材

防水紙

下張り材 (被覆材)
フェノール フォーム

構造用画材

人造鉱物繊維断熱材

用面材

人造鉱物繊維断熱材

-14…



(4)ALCパネルの形状
断面の形状及び寸法 :

①平滑

L

常E
m均

数)

②平滑・溝加工 (溝斜面平滑)

独
報
逸

③平滑・溝力日工 (溝斜面粗)

11‖

④凹凸力日工

協 筑 始

tB 転 敬)

犠 歓 絶

＝
ｉｌ

，

登

離

(ALC原板パネルの体積―カロ正部(端部切欠き部を含む)の体積
ALC原板パネルの体積

-15‐

形状 ① ② ③ ④

厚 さ :tO(mml 35・ 37・ 50三L2

端部の切欠

き部の寸法

Tl(Hlm) 7± 2

T2(■ lm) 6± 2 5± 3

Ll(■lm) 4± 2

L2(■ lm) 4± 2

平均厚さ i tA(mm) 33.5以上

最小厚さ i tB(mm) 29以上

※平均厚 さ(tA)= ×厚さ(tO)



5 .施正方法
(1)下地組み等

①下地組み

土台に柱を取付ける。通気工法または直張り工法・横張り仕様の場合は、柱間に 500■ lm以下の間隔

で間柱を取付ける。

直張り工法 。縦張り仕様の場合には、柱間に 500■lm以下の間隔で横つなぎ材を取付ける。

②構造用面材の取付け

必要に応じて、構造用合板、パーティクルボー ド等の構造用面材を柱、間柱または横つなぎ材にφ
l.7× 25Hlm以上のくぎ等を用いて留め付ける。留め付け間隔は、周辺部及び中間部とも 500 11ull以 下と

する。

ただし、構造用面材を用いて、建築基準法施行令第 46条第 4項表― (―)項から (七)項までに
掲げる軸組と同等以上の耐力を有する軸組の外壁とする場合には、構造用面材の種類、厚さ、留め付

け方法等は、昭和 56年建設省告示第■00号に準じることとする。
(2)フ ェノールフォーム保温板の取付け
フェノールフォーム保温板は、φl,7× 25 11Ⅱll以上のくぎ等で柱、間柱または横つなぎ材に仮留めする。

(3)防水紙の取付け
必要に応じて、防水紙をフェノールフォーム保温板に両面粘着テープ等で仮留めする。防水紙の継

ぎ目の重ね代は、縦方向が 9011」 Il以上、横方向が 150 11ull以上とする。

(4)通気胴縁の取付け
通気工法・横張り仕様の場合は、断面寸法が 9× 2711』 Il以上の通気胴縁を柱及び間柱の直上に、通気

工法 。縦張り仕様の場合には、上記の通気胴縁を柱及び間柱と直交する方向に 500 11MIl以 下の間隔で配

置する。ただし、ALCパネルの短辺方向の目地部には、必ず断面寸法が 9× 80 11Ⅱll以上の通気胴縁 1本、
または断面寸法が 9× 2711』Il以上の通気胴縁 2本を配置する。通気胴縁は、柱及び間柱にφ2.75× 50
11Ⅱ ll以上のくぎ等で 500 11aIモ l以下の間隔で留め付ける。

(5)ALCパネルの取付け

直張り工法のALCパネルは、φ4.8× 7011111以上の ALCパネル用ビス等を用いて柱、間柱または横つ

なぎ材に留め付ける。

通気工法のALCパネルは、φ4.8× 60 11ull以上の上記のビス等を用いて通気月同縁に留め付ける。
ALCパネルの長辺方向周辺部の留め付け間隔は 500 11Ⅱll以下とし、短辺方向周辺部は上記ビス等 1本

以上で留め付ける。ALCパネル用のビス等は、その頭部が ALCパネル表面より5～ 1011m凹むようにね

じ込み、この凹部には、アクリル樹脂系エマルジョンパテ等を隙間なく充填する。

(6)ALCパネルの目地処理
ALCパネル相互の目地部にはシーリング材を充填する。

(7)表面仕上げ

防火上支障のない材料で表面を仕上げる。

(8)充てん断熱材の取付け

充てん断熱材を柱、間柱または横つなぎ材に幅1011111以上、足長611」Il以上のス>―プルで留め付ける。
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